
１章 式の計算（15 時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標 (1) 文字を使った式の計算や，それらを活用して問題を解決することに関心をもち，式の見方を深めようとする。 

(2) １年の学習内容から発展的に式の計算を考えたり，文字を使った式を用いて，数量および数量の関係を説明したりすることができる。 

(3) 多項式の加法，減法などの計算をしたり，目的に応じて式を活用したり，等式を変形して式の意味を読みとったりすることができる。 

(4) 単項式や多項式などの意味を理解し，数量および数量の関係を文字を使った式を用いて一般的に説明することの必要性と意味を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

式
の
計
算
（
８
時
間
） 

① 単項式と多項式 ・文字を使った式で事象を説明することの

有用性 

・単項式，多項式，定数項の意味 

・単項式，多項式の次数と１次式，２次式

の意味 

(１) ○誕生日当てに関心をもち，そのし

くみを，文字を使った式で考えよ

うとしていた。 

○項の個数や項に含まれている文

字の個数によって式を分類する

ことに関心をもち，式の見方を深

めようとしていた。 

○項の個数や，項に含まれている文

字の個数に着目して式を分類する

観点に気づくことができた。 

 

 

○単項式と多項式を区別したり，次

数を求めたりすることができた。 

 

 

 

○単項式や多項式，次数，１次式や

２次式の意味を理解していた。 

 

 

 

② 多項式の加法，減法 

 

 

 

 

 

・同類項の意味 

・同類項のまとめ方 

・多項式の加法，減法の意味 

・多項式の加法，減法 

・多項式の加法，減法の縦書きの計算 

(1.5) ○多項式の加法，減法に関心をも

ち，それらの計算をしようとして

いた。 

 

 

 

◎既習内容にもとづいて，積極的に

多項式の加法，減法の計算のしか

たを考えようとしていた。 

○同類項のまとめ方を見いだした

り，１次式の加法，減法をもとに

して多項式の加法，減法の計算の

しかたを見いだしたりすることが

できた。 

 

○簡単な多項式の加法，減法を計算

することができた。 

 

 

 

 

◎多項式の加法，減法を，縦書きの

方法も含めて正確かつ能率的に

計算することができた。 

○同類項の意味を理解していた。 

 

 

 

 

 

◎多項式の加法，減法を，1次式の加

法，減法と関連づけて理解してい

た。 

③ 多項式と数の 

乗法，除法 

 

 

 

 

 

 

・多項式と数の乗法，除法の意味 

・多項式と数の乗法，除法 

・（数）×（多項式）±（数）×（多項式） 

          ……（*）   

・（多項式）÷（数）±（多項式）÷（数） 

……（**） 

(1.5) ○多項式と数の乗法，除法に関心を

もち，その計算のしかたを考えよ

うとしていた。 

○（*），（**）の計算に関心をもち，

その計算のしかたを考えようと

していた。 

 

 

◎既習内容にもとづいて，積極的に

多項式と数の乗法，除法の計算の

しかたを考えようとしていた。 

◎（*），（**）の計算のしかたを考え

る根拠を見つけようとしていた。 

○多項式と数の乗法，除法を分配法

則にもとづいて考えることがで

きた。 

○（*），（**）の計算のしかたを， 

（数）×（１次式）や（１次式）÷（数）

の計算をもとにして考えることが

できた。 

 

◎多項式と数の除法について，２つ

の異なる計算のしかたを見いだす

ことができた。 

◎（**）の，２つの異なる計算のしか

たのもとになる考え方を見いだす

ことができた。 

◎センテンス型の式変形と，フレー

ズ型の式変形の違いを説明するこ

とができた。 

○多項式と数の乗法，除法を計算す

ることができた。 

○（*），（**）の計算をすることができ

た。 

 

 

 

 

◎（*），（**）の計算も含めて，多項式

と数の乗法，除法を正確かつ能率

的に計算することができた。 

 

○多項式と数の乗法，除法の計算の

しかたを理解していた。 

○（*），（**）の計算のしかたを理解し

ていた。 

 

 

 

 

◎多項式と数の除法で，２つの異な

る計算のしかたを，根拠にもとづ

いて理解していた。 

◎（**）の，２つの異なる計算のしか

たを，分数の減法に関連づけて理解

していた。 



 

④ 単項式の乗法，除法 

 

 

 

・単項式の乗法，除法の意味 

・単項式の乗法，除法 

・単項式の乗法，除法の混じった計算 

(２) ○単項式の乗法，除法や乗除の混じ

った式の計算に関心をもち，その

計算のしかたを考えようとして

いた。 

 

◎既習事項をもとにして，単項式の

乗法，除法や乗除の混じった式の

計算のしかたを積極的に考えよ

うとしていた。 

○単項式の乗法，除法や乗除の混じ

った式の計算を，数の乗法，除法

と関連づけて考えることができ

た。 

 

◎単項式の乗法，除法や乗除の混じ

った式の計算のしかたを見いだ

すことができた。 

○単項式の乗法，除法や乗除の混じ

った式を計算することができた。 

 

 

 

◎係数が分数の単項式の除法や乗

除の混じった式を，正確かつ能率

的に計算することができた。 

○単項式の乗法，除法や乗除の混じ

った式の計算のしかたを理解し

ていた。 

 

 

◎単項式の乗法，除法や乗除の混じ

った式の計算のしかたを，数の乗

法，除法や単項式と数の乗法，除

法と関連づけて理解していた。 

⑤ 式の値 ・工夫して式の値を求めること (１) ○式の値の求め方に関心をもち，式

を簡単な形に変形してからその

値を求めようとしていた。 

○式を簡単な形に変形してから値

を代入することのよさを見いだ

すことができた。 

○式を簡単な形に変形してから値

を代入して，式の値を求めること

ができた。 

○式を簡単な形に変形してから値

を代入することのよさを理解し

ていた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  

２
節 

式
の
活
用
（
５
時
間
） 

① 式の活用 ・数量の大きさの比較 

・整数の性質 

・連続する整数の和の性質 

 

 

(４) ○整数の性質に関心をもち，それら

を見いだそうとしていた。 

○連続する整数の和の性質に関心

をもち，それを見いだそうとして

いた。 

 

 

 

 

 

◎整数の性質などに関心をもち，そ

れらを文字を使った式を用いて

積極的に説明しようとしていた。 

○文字を使った式を用いて，数量の

大きさや整数の性質を見いだすこ

とができた。 

○文字を使った式を用いて，数量お

よび数量の関係をとらえ説明する

ことができた。 

○連続する整数の和を，文字を使っ

た式で表し，その性質を説明する

ことができた。 

 

◎整数の性質などを帰納や類推によ

ってとらえ，文字を使った式を用

いて一般化したり，条件を変えた

場合を考えたりすることができ

た。 

○数量および数量の関係を，文字を

使った式で表すことができた。 

○文字を使った式の意味を読みと

ることができた。 

○連続する整数の和を，文字を使っ

た式で表すことができた。 

 

 

 

 

◎文字を使った式から，整数の性質

などを読みとることができた。 

○文字を使った式を用いると，数

量および数量の関係を一般的に

説明することができるというこ

とを理解していた。 

 

 

 

 

 

 

◎文字を使った式を用いて説明す

るときの適切な文字の決め方や

式の表し方を理解していた。 

② 等式の変形 ・等式をある文字について解くこと 

 
(0.5) ○等式を目的に応じて変形するこ

とに関心をもち，その方法を見い

だそうとしていた。 

 

◎自ら目的をもって，与えられた等

式をある文字について解こうと

していた。 

○等式を目的に応じて変形する方法

を見いだすことができた。 

 

 

◎ある文字について解く前とあとの

等式とを比較し，それぞれの等式

が表す数量の関係を説明すること

ができた。 

○具体的な場面で，数量の関係を表

す等式を，目的に応じて変形する

ことができた。 

 

◎数量の関係を表す等式を，目的に

応じて，指定された文字について

解くことができた。 

○等式をある文字について解くこ

との意味を理解していた。 

 

 

◎目的に応じて等式を変形するこ

とを通して，数量の関係を正確

に理解していた。 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (0.5)  

チャレンジコーナー 

自転車のサイズと 

進む距離 

・タイヤの直径の長さとタイヤが１周する

ときに進む距離 

 

 ○自転車のサイズとタイヤ１周で

進む距離の差との関係に関心を

もち，文字を使った式を用いて考

えようとしていた。 

 

○自転車のサイズが異なる場合に，

タイヤが１周するときに進む距離

の差を，文字を使った式を用いて

考えることができた。 

 

○自転車のサイズとタイヤが１周

するときに進む距離との関係を，

文字を使った式を用いて表すこ

とができた。 

○自転車のサイズが異なる場合に，

タイヤが１周するときに進む距

離の差を，文字を使った式から読

みとることができた。 

○自転車のサイズとタイヤが１周

するときに進む距離との関係に

ついて，文字を使った式を用い

ると一般的に説明することがで

きることを理解していた。 

学習のまとめ １章の基本のまとめ   

章の問題 １章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

逆から読んでも同じ数 

・桁数が偶数である回文数の性質  ○桁数が偶数である回文数の性質に

関心をもち，文字を使った式を用

いてそれを説明しようとしてい

た。 

○４桁の回文数の性質を，文字を使

った式を用いて説明することがで

きた。 

○４桁の回文数を文字を使った式で

表し，その性質を式から読みとる

ことができた。 

○文字を使った式を用いると，桁

数が偶数である回文数の性質

を，一般的に説明することがで

きることを理解していた。 



２章 連立方程式（15時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標 (1) ２元１次方程式や連立２元１次方程式について関心をもち，その解き方や活用のしかたを考えようとする。 

(2) ２つの文字の一方を消去すると，既知の１元１次方程式に帰着できることに気づき，式の形に応じた解き方を考えることができる。 

(3) 連立２元１次方程式を解いたり，連立２元１次方程式を活用して問題を解決したりすることができる。 

(4) ２元１次方程式と連立２元１次方程式の意味，およびその解の意味や，連立２元１次方程式を活用した問題の解き方の手順を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

連
立
方
程
式
と
そ
の
解
き
方
（
８
時
間
） 

① 連立方程式と 

その解 

・２元１次方程式とその解の意味 

・連立２元１次方程式の必要性と意味 

・連立２元１次方程式の解の意味 

 

 

(１) ○具体的な事象の中の数量の関係

を表した２元１次方程式とその

解の求め方に関心をもち，その解

を見つけようとしていた。 

 

 

 

◎２元１次方程式を連立させるこ

とに関心をもち，自分なりの方法

でその解を求めようとしていた。 

○一般に２元１次方程式の解は複

数個あることに気づき，２つの２

元１次方程式の条件が成り立つ

変数の値の組を求める方法を考

えることができた。 

 

 

◎２元１次方程式と１元１次方程

式それぞれが表すことのできる

数量の関係を比較し，その相違点

に気づくことができた。 

○連立２元１次方程式をつくるこ

とができた。 

○２つの２元１次方程式に数を代

入して，連立２元１次方程式の解

であるかどうかを確かめること

ができた。 

 

 

○２元１次方程式とその解の意味

を理解していた。 

 

 

 

 

 

◎連立２元１次方程式の必要性と

意味，およびその解の意味を理解

していた。 

② 連立方程式の 

解き方 

・文字を消去することの意味 

・加減法による連立２元１次方程式の 

解き方 

・代入法による連立２元１次方程式の 

解き方 

 

 

(４) ○連立２元１次方程式を１元１次

方程式に帰着させる考え方に関

心をもち，連立２元１次方程式を

解こうとしていた。 

 

 

 

 

 

◎連立２元１次方程式の一方の文

字を消去することに関心をもち，

よりよい解き方を見いだそうと

していた。 

○連立２元１次方程式の一方の文字

を消去すると，既知の１元１次方

程式に帰着させることができる

ことに気づくことができた。 

○加減法や代入法で連立２元１次方

程式を解く過程を振り返り，２つ

の解き方の共通点や相違点につい

て考えることができた。 

 

◎加減法や代入法など，与えられた

連立２元１次方程式の形に応じ

た解き方を見いだすことができ

た。 

○加減法や代入法を使って，連立２

元１次方程式を解くことができ

た。 

 

 

 

 

 

 

◎連立２元１次方程式を，正確かつ

能率的に解くことができた。 

 

○加減法や代入法による連立２元

１次方程式の解き方を理解して

いた。 

 

 

 

 

 

 

◎連立２元１次方程式の形に応じ

た解き方を理解していた。 

チャレンジコーナー 

文字を消去する 

には？ 

・連立２元１次方程式の解き方の工夫  ○連立２元１次方程式を工夫して

解く方法に関心をもち，考えよう

としていた。 

○連立２元１次方程式では，加減法

と代入法をうまく組み合わせる

と正確かつ能率的に解くことが

できる場合があることに気づく

ことができた。 

  

③ いろいろな 

連立方程式 

・かっこを含む連立２元１次方程式の 

解き方 

・係数に小数がある連立２元１次方程式の

解き方 

・係数に分数がある連立２元１次方程式の

解き方 

(２) ○やや複雑な形の連立２元１次方

程式を解くことに関心をもち，そ

れらを解こうとしていた。 

 

 

 

◎やや複雑な形の連立２元１次方

程式を，正確かつ能率的に解こう

としていた。 

○やや複雑な形の連立２元１次方

程式は，係数を整数にするなどの

適切な操作で既知の連立２元１

次方程式に帰着させることがで

きることに気づくことができた。 

 

◎やや複雑な形の連立２元１次方

程式で，式の形に応じた適切な解

き方を見いだすことができた。 

○やや複雑な形の連立２元１次方

程式を，係数を整数にするなどし

て，解きやすい連立２元１次方程

式に変形して解くことができた。 

 

 

◎やや複雑な形の連立２元１次方

程式を，正確かつ能率的に解くこ

とができた。 

○やや複雑な形の連立２元１次方

程式の解き方を理解していた。 

 

 

 

 

◎やや複雑な形の連立２元１次方

程式について，式の形に応じた解

き方を理解していた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  



２
節 

連
立
方
程
式
の
活
用
（
５
時
間
） 

① 連立方程式の活用 ・連立２元１次方程式を活用して解を 

求める手順 

・班の数と人数に関する問題 

・道のり，速さ，時間に関する問題 

・割合の問題 

・食塩水の濃度に関する問題 

 

(4.5) ○連立２元１次方程式を活用する

ことに関心をもち，具体的な事象

に関する問題を考えようとして

いた。 

 

 

 

◎速さや割合などを含む問題に関

心をもち，連立２元１次方程式を

活用して問題を考えようとして

いた。 

○線分図や表を使うなどして，具体

的事象の中の数量の相等関係に

気づき，連立２元１次方程式をつ

くることができた。 

 

 

 

◎問題の解決過程を振り返ったり，

観点を変えて別の解き方を考え

たりすることができた。 

○具体的な事象について，数量の相

等関係を連立２元１次方程式で

表すことができた。 

○つくった連立２元１次方程式を

解いて，解の吟味をし，解を求め

ることができた。 

 

◎様々な問題に対して，連立２元１

次方程式を使って，正確かつ能率

的に解を求めることができた。 

 

○連立２元１次方程式を活用して

問題を解決する手順を理解して

いた。 

○数量の相等関係をとらえるため

の線分図や表のつくり方を理解

していた。 

 

◎１元１次方程式を使って問題を

解決する場合と関連づけて，連立

２元１次方程式を使うことのよ

さを理解していた。 

チャレンジコーナー 

どの数量を文字で 

表すとよいか？ 

・求める数量以外を x，yとおいて 

連立方程式をつくること 
 

 

○求める数量以外の数量を x，y と

して具体的な事象に関する問題

を解決する方法に関心をもち，そ

の問題を考えようとしていた。 

○求める数量以外の数量を x，y と

して，連立２元１次方程式を使っ

て問題を考えることができた。 

○求める数量以外の数量を x，y と

して連立２元１次方程式をつく

り，解を求めることができた。 

○求める数量以外の数量を x，y と

して問題を解決する場合がある

ことを理解していた。 

チャレンジコーナー 

食塩水を蒸発させた 

ときの濃度 

・食塩水を蒸発させたときの濃度  ○食塩水の問題に関心をもち，食塩

水が蒸発した場合の濃度につい

て考えようとしていた。 

○水の量が変化したときの食塩水

の濃度の求め方を考えることが

できた。 

○水の量が変化したときの食塩水

の濃度を求めることができた。 

○水の量が変化したときの食塩水

の濃度の求め方を理解していた。 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (0.5)  

数学ミニ事典 

鶴亀算は雉兔算 

だった!? 

・「鶴亀算」の由来   

学習のまとめ ２章の基本のまとめ   

章の問題 ２章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

ジャンプ 

３つの文字をふくむ 

連立方程式（発展） 

・文字を３つ含む連立方程式   

 



３章 １次関数（17 時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標 (1) １次関数に関心をもち，その特徴を表，式，グラフなどを使って調べようとする。 

(2) １次関数の特徴を比例と関連づけて考察したり，問題解決のために１次関数や２元１次方程式のグラフを活用したりすることができる。 

(3) y軸上の切片や傾きをもとにして１次関数のグラフをかいたり，グラフから１次関数の式を求めたり，２元１次方程式のグラフをかいたりすることができる。 

(4) 関数や１次関数の意味，１次関数の変化の特徴やグラフの特徴を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

１
次
関
数
（
８
時
間
） 

① １次関数 ・１次関数の意味 

・１次関数になる数量の関係 

・１次関数のグラフ 

・１次関数のグラフと比例のグラフ 

 

 

 

(２) ○比例になる事象と１次関数にな

る事象を比較することに関心を

もち，それらをそれぞれ式で表そ

うとしていた。 

○１次関数になる数量の関係をグ

ラフで表すことに関心をもち，そ

のかき方を考えようとしていた。 

 

 

 

 

 

◎具体的な事象の中から１次関数

としてとらえられる２つの数量

を積極的に見いだし，考えようと

していた。 

◎１次関数のグラフと比例のグラ

フの相違点や共通点に関心をも

ち，それらを積極的に調べようと

していた。 

○具体的な事象の中にある２つの

数量の関係を，変化や対応のよう

すに着目して調べ，その特徴をつ

かむことができた。 

○１次関数の式を，比例する量と一

定の量の和として考えることが

できた。 

○１次関数のグラフのかき方を，比

例のグラフをもとにして考える

ことができた。 

 

 

◎１次関数のグラフの特徴を，１次

関数の式で表される，比例する量

と一定の量に関連づけて考える

ことができた。 

 

○与えられた２つの数量の関係が

１次関数であるかどうかを判断

することができた。 

○１次関数になる数量の関係を式

で表すことができた。 

○１次関数の関係を表す式に数を

代入し，対応する値を求めること

ができた。 

○１次関数の式から，そのグラフの

y 軸上の切片を求めることができ

た。 

 

◎具体的な事象の中から１次関数

になる数量の関係を見つけて，そ

れらが１次関数であることを的

確に判断することができた。 

○１次関数の意味を理解していた。 

○比例の関係は１次関数の特別な

場合であることを理解していた。 

○１次関数のグラフは直線になる

ことを理解していた。 

 

 

 

 

 

 

 

◎１次関数のグラフを，比例のグラ

フと関連づけて理解していた。 

数学ミニ事典 

英語から考える 

「切片」の意味 

・切片の意味   

② １次関数の値の変化 

とグラフ 

・１次関数の値の変化 

・変化の割合の意味 

・変化の割合と直線のグラフの傾き 

・１次関数の表，式，グラフの関係 

 

(２) ○１次関数の値の変化に関心をも

ち，表やグラフを使って調べよう

としていた。 

○１次関数の値の変化に関する特

徴に関心をもち，表，式，グラフ

を使って考えようとしていた。 

 

 

◎１次関数の変化の割合に関心を

もち，表，式，グラフに関連づけ

て調べようとしていた。 

○１次関数の値の変化に関する特

徴を，表，式，グラフを相互に関

連づけて見いだすことができた。 

○１次関数で，独立変数 xの値の変

化と従属変数 yの値の変化との関

係を考えることができた。 

 

 

◎１次関数の変化の割合を，１次関

数の式の x の係数やグラフの傾

きに関連づけて考えることがで

きた。 

○１次関数の関係を表，式，グラフ

で表すことができた。 

○１次関数の式から，変化の割合を

求めることができた。 

○１次関数の式から，そのグラフの

傾きやy軸上の切片を求めること

ができた。 

 

◎x の増加量に対する y の増加量

を，変化の割合を使って正確かつ

能率的に求めることができた。 

○１次関数の値の変化に関する特

徴を理解していた。 

○変化の割合，グラフの傾きの意味

を理解していた。 

○１次関数について，表，式，グラ

フを相互に関連づけて理解して

いた。 

 

◎変化の割合の意味を，式やグラフ

に関連づけて理解していた。 

 

 

 



 

③ １次関数のグラフの 

かき方 

・傾きと切片を使ったグラフのかき方 

・変域が限られている１次関数のグラフ 

 

(1.5) ○１次関数のグラフのかき方に関

心をもち，傾きと y軸上の切片を

使ってグラフをかこうとしてい

た。 

 

 

 

 

 

◎変数 xの変域が限られている１次

関数のグラフをかくことに関心

をもち，変域に注意しながらグラ

フをかこうとしていた。 

○傾きと y軸上の切片を決めると，

直線のグラフ上の２点が決まる

ということに気づくことができ

た。 

○１次関数のグラフ上の２点がわ

かれば，そのグラフをかくことが

できるということに気づくこと

ができた。 

 

◎１次関数で，独立変数 xの変域を

決めると，従属変数 yの変域が決

まるということに気づくことが

できた。 

○傾きと y軸上の切片から，１次関

数のグラフをかくことができた。 

○１次関数のグラフをかくことで，

独立変数 xの変域に対応する従属

変数yの変域を求めることができ

た。 

 

 

 

◎１次関数で，独立変数 xの変域に

対応する従属変数 yの変域を，正

確かつ能率的に求めることがで

きた。 

○傾きとy軸上の切片を使ってかく

１次関数のグラフのかき方を理

解していた。 

 

 

 

 

 

 

◎独立変数 xの変域が限られている

１次関数で，従属変数 yの変域の

求め方を理解していた。 

④ １次関数の式の 

求め方 

 

・切片と傾きによる直線の式の求め方 

・１点の座標と傾きによる直線の式の 

求め方 

・２点の座標による直線の式の求め方 

(1.5) ○座標平面上の直線のグラフから

直線の式を求めることに関心を

もち，直線の式を求めようとして

いた。  

 

 

 

◎直線の式を求めるために必要な

条件を，いろいろな視点から考え

ようとしていた。 

○与えられた条件から，１次関数の

式や直線の式の求め方を考える

ことができた。 

 

 

 

 

◎与えられた条件に応じて，適切に

直線の式の求め方を考えること

ができた。 

 

○座標平面上の直線のグラフから，

傾きと y軸上の切片を読みとり，

直線の式を求めることができた。 

○与えられた条件に応じて，１次関

数の式や直線の式を求めること

ができた。 

 

◎１次関数の式や直線の式を，正確

かつ能率的に求めることができ

た。 

○座標平面上の直線の式は，傾きと

y 軸上の切片がわかれば求めるこ

とができることを理解していた。 

 

 

 

 

◎１次関数の式と直線の式の意味

の違いを，関数とそのグラフの関

係性に関連づけて理解していた。 

◎１次関数の式は，２つの条件を見

いだすことで求めることができ

ることを理解していた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  

２
節 

１
次
関
数
と
方
程
式
（
３
時
間
） 

① ２元１次方程式の 

グラフ 

・２元１次方程式の解とグラフ 

・２元１次方程式と１次関数 

・２元１次方程式のグラフのかき方 

(1.5) ○２元１次方程式のグラフに関心

をもち，グラフのかき方を考えよ

うとしていた。 

 

 

 

 

◎２元１次方程式と１次関数の関

係に関心をもち，その関連をもと

にしてグラフをかこうとしてい

た。 

○２元１次方程式のグラフを，その

２元１次方程式の解を座標とす

る点の集合とみることができた。 

○２元１次方程式を，関数を表す式

とみることができた。 

 

 

 

 

 

○２元１次方程式のグラフをかく

ことができた。 

 

 

 

 

 

◎２元１次方程式のグラフを，式の

形に応じた適切な方法でかくこ

とができた。 

○２元１次方程式のグラフは直線

であることを理解していた。 

○２元１次方程式 ax＋by＝cで， 

a＝0 または b＝0 のとき，そのグ

ラフは座標軸と平行になること

を理解していた。 

 

◎２元１次方程式の解と１次関数の

グラフを関連づけて理解していた。 

チャレンジコーナー 

関数のグラフ 

・方程式 ax＋by＝cのグラフ  ○関数のグラフに関心をもち，関数

の定義にしたがって，与えられた

グラフを読みとろうとしていた。 

○関数の定義に関連づけて，グラフ

を分類することができた。 

○yが xの関数とみることができる

かどうかを，グラフから読みとる

ことができた。 

 

② 連立方程式とグラフ ・連立２元１次方程式のグラフの交点 

・交点の座標の求め方 
(１) ○連立２元１次方程式の解とグラ

フとの関係に関心をもち，その意

味をグラフから考えようとして

いた。 

 

 

◎グラフを使って連立２元１次方

程式を解くことのよさについて

考えようとしていた。 

○連立２元１次方程式の解が，２つ

の２元１次方程式のグラフの交

点の座標に一致することを説明

することができた。 

 

 

◎連立２元１次方程式の解の存在

について，グラフを使って考える

ことができた。 

○座標平面上の２直線の交点の座

標を，連立２元１次方程式を解い

て求めたり，連立２元１次方程式

の解を，グラフを使って求めたり

することができた。 

 

 

○連立２元１次方程式の解は，座標

平面上の２直線の交点の座標で

あることを理解していた。 

 

 

 

◎連立２元１次方程式の解き方に

ついて，代数的な解き方だけでな

く，グラフを使うと簡単に解を求

められる場合があることを理解

していた。 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (0.5)  



チャレンジコーナー 

特別な連立方程式 

 

・特別な連立２元１次方程式の 

グラフによる解の求め方 
 ○特別な連立２元１次方程式の形

に関心をもち，その解の存在を，

グラフを使って考えようとして

いた。 

 

○特別な連立２元１次方程式の形

と，２つのグラフの位置関係を関

連づけて考えることができた。 

 

 

◎連立２元１次方程式の解の存在

を，グラフの位置関係をもとにし

て考えることができた。 

○連立２元１次方程式の２つのグ

ラフの位置関係から，その解の存

在について読みとることができ

た。 

○連立２元１次方程式の２つのグ

ラフの位置関係から，その解の存

在について判断することができ

るということを理解していた。 

 

 

３
節 

１
次
関
数
の
活
用
（
４
時
間
） 

① １次関数の活用 ・水を熱したときの時間と水温の関係 

・点の移動と三角形の面積 

・移動した時間と道のり 

・印刷枚数と料金の関係 

 

  

 

(４) ○１次関数を使って，具体的な事象

をとらえ説明することに関心を

もち，問題の解決のために活用し

ようとしていた。 

○印刷会社２社の印刷枚数と料金

の関係に関心をもち，それらをグ

ラフや表などを使って比較しよ

うとしていた。 

 

 

 

◎具体的な事象に関する問題の解

決のために，表，式，グラフを活

用しようとしていた。 

 

 

○具体的な事象の中の２つの数量

の関係を１次関数とみなして，そ

の変化や対応の特徴を調べ，予測

したり説明したりすることがで

きた。 

○それぞれの印刷料金が，１次関数

を使って表すことができること

に気づき，その変化のようすを，

グラフや表などを使って比較し

説明することができた。 

 

◎変域によって数量の関係が異な

る関数について，その式やグラフ

を考え，数量の変化のようすを説

明することができた。 

◎１次関数を活用して調べたり，予

測したりした結果が適切である

かどうかを振り返ることができ

た。 

○１次関数の関係を，表，式，グラ

フを使って表したり読みとった

りすることができた。 

○それぞれの印刷料金について，そ

の変化のようすをグラフや表を

使って表すことができた。 

 

 

 

 

 

◎変域によって数量の関係が異な

る関数について，変域ごとに場合

分けをして，式やグラフに表すこ

とができた。 

○１次関数を活用して，具体的な事

象を考察したり予測したりする

ことができることを理解してい

た。 

○グラフを使うと，１次関数とみな

すことができる数量の関係が，視

覚的にわかりやすく表すことが

できることを理解していた。 

  

 

 

◎具体的な事象の中には，１次関数

とみなすことで変化や対応のよ

うすについて調べたり予測した

りできるものがあることを理解

していた。 

 

チャレンジコーナー 

グラフの形で 

考えよう！ 

・グラフの形と変化のようす  ○階段状の水槽に水を入れたとき

の変化のようすがグラフでどの

ように表れるかということに関

心をもち，その問題の解決に１次

関数を活用しようとしていた。 

○水位が上の段に上がるにつれて，

上昇速度が下がっていくことに

気づき，その変化のようすを，１

次関数を使って説明することが

できた。 

  

数学ミニ事典 

スロープの勾配 

・スロープの勾配の安全基準   

学習のまとめ ３章の基本のまとめ   

章の問題 ３章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

ダイヤグラム 

・ダイヤグラムの読みとり  ○ダイヤグラムに１次関数のグラ

フが含まれていることに関心を

もち，１次関数を活用して問題を

解決しようとしていた。 

○ダイヤグラムを１次関数のグラ

フに関連づけて，具体的な事象を

理想化したり単純化したりして

考えることができた。 

○１次関数を使って，ダイヤグラム

から，列車がすれ違う時刻や追い

越す場所などを求めることがで

きた。 

○ダイヤグラムに関する問題が，１

次関数を使って考察することが

できるということを理解してい

た。 

 

 

 



４章 平行と合同（18時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標 (1) 平行線の性質や三角形の合同条件を使って図形の性質を見いだすことに関心をもち，証明のしかたを考えようとする。 

(2) 演繹的な方法の必要性に気づき，仮定から結論までの過程を，確かな根拠を用いて筋道を立てて考えることができる。 

(3) 平行線の性質などを数学の用語や記号を使って表したり，図形の性質の証明の過程を説明したりすることができる。 

(4) 平行線の性質などの基本的な図形の性質を理解するとともに，証明することの必要性やしくみを理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

平
行
線
と
角
（
８
時
間
） 

① 直線と角 ・直線と角 

・対頂角の性質 

・平行線と同位角 

・平行線と錯角 

(３) ○対頂角や平行線と角の関係につ

いて関心をもち，その性質を観察

や操作を通して調べようとして

いた。 

 

 

 

 

 

◎数学的な推論の方法に関心をも

ち，図形の性質を数学的な推論の

方法を使って論理的に考えよう

としていた。 

○対頂角の性質や平行線の性質な

どを見いだし，根拠を明らかにし

て自分の言葉で論理的に説明す

ることができた。 

○対頂角の性質，平行線の性質，平

行線になるための条件にもとづ

いて，図形の性質を確かめ説明す

ることができた。 

 

◎２直線が平行であるかどうかを，

同位角や錯角の相等関係に置き

かえて判断することができた。 

○対頂角の性質，平行線の性質，平

行線になるための条件を使って，

直線の位置関係を表すことがで

きた。 

○対頂角の性質，平行線の性質，平

行線になるための条件を使って，

角の大きさを求めることができ

た。 

○対頂角，同位角，錯角の意味を理

解していた。 

○対頂角の性質，平行線の性質，平

行線になるための条件を理解し

ていた。 

 

 

 

 

◎平行線の性質と，平行線になるた

めの条件の違いを理解していた。 

 

② 多角形の内角と外角 ・三角形の内角の和 

・三角形の内角と外角 

・多角形の内角の和 

・多角形の外角の和 

 

(4.5) ○三角形の内角の和が 180°である

ことを，実測によらない方法で説

明することに関心をもち，その考

え方を使って説明しようとして

いた。 

○多角形の内角の和や外角の和に

関心をもち，それらを既習のこと

に帰着させて考えようとしてい

た。 

 

◎平行線をひくことによって，離れ

た角を１つの頂点に集める方法

に関心をもち，平行線の性質を使

って，三角形の内角の和を考えよ

うとしていた。 

◎多角形を三角形に分割するなど

の方法を使って，多角形の内角の

和や外角の和を，既習のことに帰

着させて求めようとしていた。 

○三角形の内角の和が 180°である

ことを，平行線の性質を使って説

明することができた。 

○多角形の内角の和や外角の和な

どを予想し，それが正しいことを

既習のことに帰着させて考える

ことができた。 

 

 

 

◎平行線の性質を使うと，平行線を

ひくことで離れた角を１つの頂

点に集められることに気づくこ

とができた。 

◎三角形の内角と外角の関係を，三

角形の内角の和が 180°であるこ

とから見いだすことができた。 

◎多角形を三角形に分割するとき，

いろいろな分割のしかたを考え

ることができた。 

◎多角形の外角の和が 360°である

ことを予想し，既習のことに帰着

させて，その説明のしかたを考え

ることができた。 

○三角形の内角の和や，三角形の内

角と外角の関係を使って，角の大

きさを求めることができた。 

○多角形の内角の和や外角の和な

どを求めることができた。 

 

 

 

 

 

◎三角形の内角の和が 180°である

ことの説明を，論理的に記述する

ことができた。 

◎三角形の内角と外角の関係を，論

理的に記述することができた。 

 

 

○三角形の内角の和が 180°である

ことを，帰納的な方法で示すこと

と，演繹的な方法で示すことの違

いを理解していた。 

○多角形の内角と外角の意味およ

びそれぞれの和の求め方を理解

していた。 

 

 

 

◎三角形の内角の和が 180°である

ことを，三角形の内角と外角の関

係と関連づけて理解していた。 

◎多角形の内角の和や外角の和に

関する性質が，平行線の性質や三

角形の角に関する性質をもとに

して見いだせることを理解して

いた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (0.5)  



２
節 

合
同
と
証
明
（
８
時
間
） 

① 合同な図形 ・合同な図形の性質 

 
(１) ○合同な図形を見つける活動を通

して，合同な図形の性質に関心を

もち，対応する辺の長さや角の大

きさを調べようとしていた。 

○辺の長さや角の大きさという要

素に着目して，合同な図形の性質

を考えることができた。 

 

○２つの三角形が合同であること

や，対応する辺の長さや角の大き

さの関係などを，記号を使って表

したり，その意味を読みとったり

することができた。 

○合同な図形を見つけ，合同の関係

を，記号「≡」を使って２つの三

角形の対応する頂点を同じ順に

して表すことができた。 

○合同な三角形の対応する辺の長

さや角の大きさを求めることが

できた。 

○平面図形の合同の意味を理解し

ていた。 

○合同の記号「≡」の意味や，合同

な図形の性質を理解していた。 

 

 

 

② 三角形の合同条件 ・三角形の合同条件 

・三角形の合同条件の適用 

 

(２) ○三角形の合同条件に関心をもち，

それらについて考えたり，それら

を使って２つの三角形が合同で

あることを説明したりしようと

していた。 

 

 

◎三角形の決定条件に関心をもち，

三角形の合同条件について積極

的に調べようとしていた。 

○三角形の決定条件をもとにして，

三角形の合同条件を見いだすこ

とができた。 

 

 

 

 

◎辺の長さや角の大きさに関する

条件が三角形の合同条件になる

かどうかを，反例をあげることに

よって考えることができた。 

◎２つの三角形が合同であるかど

うかを，辺の長さや角の大きさか

ら判断することのよさに気づく

ことができた。 

○定規，コンパス，分度器を使って，

与えられた条件を満たす三角形

をかくことができた。 

○合同な三角形の対応する辺の長

さや角の大きさを求めることが

できた。 

○三角形の合同条件を理解してい

た。 

 

 

 

 

 

◎三角形の合同条件は，３組の辺と

３つの角を合わせた６要素のう

ちの，適当な３要素で構成されて

いることを理解していた。 

③ 図形の性質の 

確かめ方 

・証明のしくみ 

・仮定と結論 

・証明を進める手順 

(3.5) ○図形の性質を証明することに関

心をもち，証明のしくみを考えよ

うとしていた。 

 

 

◎証明することに関心をもち，その

必要性や方法について積極的に

考えようとしていた。 

○図形の性質などを証明するため

に，仮定や正しいと認められたこ

とがらを根拠にして，証明の構想

や方針を立てることができた。 

 

◎証明の過程を振り返って考える

ことができた。 

○命題の仮定や結論などを，記号を

使って表すことができた。 

○証明の記述から，根拠となること

がらを読みとることができた。 

 

◎三角形の合同条件を使った証明

を，適切に表すことができた。 

○証明の必要性と意味を理解して

いた。 

○仮定と結論の意味，証明のしくみ

や進め方を理解していた。 

 

◎仮定，根拠となることがら，結論

の意味を証明の構造と関連づけ

て理解していた。 

④ 作図と証明 ・角の二等分線の作図方法についての 

証明 

・垂線の作図とその証明 

・証明の根拠となることがら 

 

(１) ○作図の方法が正しいことを証明

することに関心をもち，角の二等

分線の作図方法が正しいことを

証明しようとしていた。 

 

◎垂線の作図の手順に関心をもち，

その作図方法が正しいことの証

明を，積極的に考えようとしてい

た。 

○作図の方法が正しいことを，図の

中の図形が合同であることを使

って証明する方法を考えること

ができた。 

 

◎作図の手順を分析して，仮定と結

論を見いだし，三角形の合同条件

を根拠にして証明の進め方を考

えることができた。 

○作図の方法が正しいことを，証明

の手順にしたがって適切に示す

ことができた。 

 

 

◎作図の方法が正しいことの証明

過程を，図の中から合同になりそ

うな三角形を見いだし，それを示

すために使うことのできる合同

条件を選択して適切に表すこと

ができた。 

○作図の方法が正しいことを示す

には，証明する必要があることを

理解していた。 

 

 

◎角の二等分線や垂線の作図の方

法が正しいことを，三角形の合同

を使った証明と関連づけて理解

していた。 

数学ミニ事典 

ユークリッドの 

「原論」 

・ユークリッドの「原論」   

基本のたしかめ ２節の基本問題 (0.5)  



 チャレンジコーナー 

星形五角形の 

５つの角の和 

・星形五角形の５つの角の和の求め方 

 
 ○星形五角形の５つの角の和を求

めることに関心をもち，５つの角

の和を求めようとしていた。 

 

 

◎星形五角形の５つの角の和を，い

ろいろな方法で求めようとして

いた。 

 

○星形五角形の５つの角の和が

180°であることを見いだし，証

明のしかたを考えることができ

た。 

 

◎星形五角形の５つの角の和が

180°であることの証明を，三角

形の角に関する性質や多角形の

角に関する性質などを使って，い

ろいろな方法で考えることがで

きた。 

○星形五角形の５つの角の和が

180°であることの証明を，根拠

となることがらを使って適切に

表すことができた。 

 

学習のまとめ ４章の基本のまとめ   

章の問題 ４章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

大きさが等しい角の作図 

・大きさが等しい角の作図の手順 

 

 ○大きさが等しい角の作図に関心

をもち，その手順を考えようとし

ていた。 

○合同な三角形を作図する手順が，

大きさが等しい角を作図する場

合にも使うことができることに

気づくことができた。 

○大きさが等しい角を作図するこ

とができた。 

 

 



５章 三角形と四角形（19時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標 (1) 二等辺三角形や平行四辺形の性質などに関心をもち，それらが成り立つことを証明しようとする。 

(2) 二等辺三角形や平行四辺形の性質，および条件を証明することができる。 

(3) 図形の性質や，その図形になるための条件などを，記号を使って表したり，その意味を読みとったりすることができる。 

(4) 定義や定理の意味，および基本的な図形の定義や定理を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

三
角
形
（
８
時
間
） 

① 二等辺三角形 ・定義の意味 

・底角が等しいことの証明 

・定理の意味 

・二等辺三角形の性質 

(２) ○二等辺三角形の性質に関心をも

ち，その性質を演繹的に考察しよ

うとしていた。 

 

 

 

 

 

◎二等辺三角形の，線対称な図形と

しての性質に関心をもち，その性

質を，既習内容をもとにして考え

ようとしていた。 

 

○二等辺三角形の性質を証明する

ときに，定義が必要であることに

気づくことができた。 

○二等辺三角形の性質を使って角

の大きさを求めたり，図形の性質

が成り立つことを証明したりす

ることができた。 

 

◎二等辺三角形の性質を証明する

必要性に気づき，論理的に確かめ

ることができた。 

○二等辺三角形の性質についての

証明を読みとることができた。 

 

 

 

 

 

 

◎命題を，記号を使って正確に表す

ことができた。 

○定義や定理の意味を理解してい

た。 

○二等辺三角形の定義と性質を理

解していた。 

 

 

 

 

◎二等辺三角形の「底角が等しい」

という性質の証明の過程から，

「頂角の二等分線は底辺を垂直

に２等分する」という性質も導け

ることを理解していた。 

② 二等辺三角形に 

なるための条件 

・二等辺三角形になるための条件 

・逆の意味 

 

(２) ○命題の逆に関心をもち，逆が成り

立つかどうかを考えようとして

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

◎二等辺三角形の性質の逆に関心

をもち，逆が成り立つかどうかを

積極的に調べようとしていた。 

○二等辺三角形になるための条件

を，二等辺三角形の性質の逆とみ

ることができた。 

○命題が正しくないことを示すた

めに，反例をあげることができ

た。 

○二等辺三角形になるための条件

を使って，図形の性質を論理的に

確かめることができた。 

 

◎二等辺三角形になるための条件

を，適切に証明することができ

た。 

○命題の逆をつくることができ，そ

の真偽を判断することができた。 

○文章で表された命題を，記号を使

って表すことができた。 

○二等辺三角形になるための条件

を使って，三角形が二等辺三角形

になるかどうかを判断することが

できた。 

 

 

◎二等辺三角形になるための条件

を使って，図形の性質の証明を読

みとったり，表したりすることが

できた。 

○二等辺三角形になるための条件

を理解していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎二等辺三角形について，定義，性

質および条件を，それぞれ関連づ

けて理解していた。 

③ 正三角形 ・正三角形の定義 

・正三角形の性質 

 

(１) ○正三角形の辺や角の大きさの関

係に関心をもち，それらを調べよ

うとしていた。 

 

◎二等辺三角形の性質や，二等辺三

角形になるための条件を使って，

正三角形の性質を積極的に調べ

ようとしていた。 

○正三角形を，特別な二等辺三角形

とみることができた。 

 

 

◎正三角形の辺や角の大きさに関

する既習内容を，定義と定理に関

連づけてとらえ直すことができ

た。 

◎正三角形になるための条件を，適

切に証明することができた。 

○正三角形の性質の証明を読みと

ったり，表したりすることができ

た。 

 

 

 

○正三角形の定義を理解していた。 

 

 

 

◎正三角形の性質や，正三角形にな

るための条件を理解していた。 



 

④ 直角三角形の 

合同条件 

・直角三角形に関する用語の意味 

・直角三角形の合同条件 
(２) ○直角三角形の合同条件に関心を

もち，調べようとしていた。 

 

 

 

◎図形の性質を証明することに関

心をもち，直角三角形の合同条件

を積極的に活用しようとしてい

た。 

○三角形の合同条件をもとにして，

直角三角形の合同条件を見いだ

すことができた。 

 

 

◎直角三角形の合同条件のよさに

気づくことができた。 

◎直角三角形の合同条件を使って

新たな図形の性質を見いだし，そ

れを証明することができた。 

○直角三角形の合同条件を活用し

て，図形の性質の証明を読みとっ

たり，表したりすることができ

た。 

○鋭角，鈍角，直角三角形の斜辺の

意味を理解していた。 

○直角三角形の合同条件を理解し

ていた。 

 

◎直角三角形の合同条件の必要性

を理解していた。 

 

 

基本のたしかめ １節の基本問題 (１)  

２
節 

四
角
形
（
９
時
間
） 

① 平行四辺形 ・平行四辺形の定義 

・平行四辺形の性質 

・平行四辺形の性質を使った証明 

 

 

(2.5) ○平行四辺形の性質に関心をもち，

それらについて調べようとして

いた。 

 

 

 

 

◎平行四辺形の，点対称な図形とし

ての性質に関心をもち，それらを

積極的に証明しようとしていた。 

○平行四辺形の性質を調べ，論理的

に確かめることができた。 

○平行四辺形の性質を使って，図形

の性質を考察することができた。 

 

 

 

◎平行四辺形の性質を使って，図形

の性質を論理的に確かめること

ができた。 

○平行四辺形の性質を使って，線分

の長さや角の大きさを求めるこ

とができた。 

○平行四辺形の性質を使って，図形

の性質の証明を読みとったり，表

したりすることができた。 

 

○平行四辺形の定義と性質を理解

していた。 

 

 

 

 

 

◎平行四辺形の性質をそれぞれ関

連づけて，それぞれの性質が成り

立つ根拠を理解していた。 

チャレンジコーナー 

平行四辺形の性質□2  

の別証明 

・平行四辺形の対角の性質の別証明  ○平行四辺形の性質を別の方法で

証明することに関心をもち，新た

にひいた平行線で平行線の性質

を使って，証明しようとしてい

た。 

○補助線のひき方を変え，別の視点

から証明する方法を見いだすこ

とができた。 

○新たに見いだした証明を，適切に

表すことができた。 

 

 

② 平行四辺形に 

なるための条件 

・平行四辺形になるための条件 

・平行四辺形になるための条件を 

使った証明 

 

 

 

(2.5) ○平行四辺形になるための条件に

関心をもち，平行四辺形の性質の

逆などをもとにして調べようと

していた。 

 

 

◎平行四辺形の性質の逆以外にも，

平行四辺形になるための条件が

あるかどうかを調べようとして

いた。 

○平行四辺形になるための条件を

調べ，証明することができた。 

○平行四辺形になるための条件を

使って，図形の性質を論理的に確

かめることができた。 

 

◎平行四辺形になるための条件を

活用した問題の証明を読み，新た

な図形の性質を見いだすことが

できた。 

○平行四辺形になるための条件を

使って，四角形が平行四辺形にな

るかどうかを判断することができ

た。 

 

 

◎平行四辺形になるための条件を

使って，図形の性質の証明を読み

とったり，表したりすることがで

きた。 

○平行四辺形になるための条件を

理解していた。 

 

 

 

 

◎平行四辺形の性質と平行四辺形

になるための条件との関係を，二

等辺三角形の性質と条件の関係に

関連づけて理解していた。 

③ 特別な平行四辺形 ・平行四辺形とひし形，長方形，正方形の 

関係 

 

（２） ○特別な四角形に関心をもち，それ

らの四角形と平行四辺形の関係

を調べようとしていた。 

○ひし形，長方形，正方形を特別な

平行四辺形とみることができた。 

○正方形が，ひし形と長方形の両方

の性質をもつことに気づくこと

ができた。 

 

 

 

 

◎ひし形，長方形，正方形の対角線

の性質を，それぞれの定義と平行

四辺形の性質を根拠にして見い

だすことができた。 

○ひし形，長方形，正方形が特別な

平行四辺形であることの証明を

読みとったり，表したりすること

ができた。 

○平行四辺形が，ひし形，長方形，

正方形になるために必要な条件

を，それぞれ記号を使って表すこ

とができた。 

 

○ひし形，長方形，正方形の定義と

性質を理解していた。 

 

 

 

 

 

 

 

◎平行四辺形とひし形，長方形，正

方形の関係を，辺や角についての

条件と対角線についての条件に

それぞれ関連づけて理解してい

た。 



 ④ 平行線と面積 ・平行な２直線の間の距離 

・平行線を使った等積変形 

 

(１) ○底辺が共通で，面積が等しい２つ

の三角形に関心をもち，平行な２

直線の間の距離に関連づけて考

えようとしていた。 

 

 

 

◎多角形を等積変形する方法を，積

極的に考えようとしていた。 

○多角形を等積変形する前とあと

で，それらの面積が等しくなる理

由を考えることができた。 

○多角形を等積変形するために，ど

のように平行線をひけばよいか

を考えることができた。 

○適切な平行線をひいて，四角形を

面積が等しい三角形に変形する

ことができた。 

○等積変形の手順が正しいことの

証明を，読みとったり表したりす

ることができた。 

○底辺が共通で，高さが等しい２つ

の三角形は面積が等しいことを

理解していた。 

基本のたしかめ ２節の基本問題 (１)  

チャレンジコーナー 

台形の面積を 

求める公式 

・等積変形から導く台形の求積公式 

 
 ○既習内容を使って考察すること

に関心をもち，等積変形を活用し

て，台形の求積公式を考えようと

していた。 

○四角形を三角形に等積変形する

方法が，台形の面積を求める場合

にも使うことができることに気

づくことができた。 

 

◎台形を等積変形した図の中に含

まれる図形から，様々な図形の性

質を見いだすことができた。 

○台形と面積が等しい三角形をか

くことができた。 

 

 

 

 

 

○等積変形を活用すると，台形の求

積を三角形の求積に帰着させるこ

とができることを理解していた。 

学習のまとめ ５章の基本のまとめ   

章の問題 ５章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

数学の広場 

２つの正三角形 

・２つの正多角形を結ぶ線分の長さが 

等しいことの証明 

 ○２つの正三角形を結ぶ線分の長

さが等しいかどうかに関心をも

ち，それを示す方法を考えようと

していた。 

 

◎仮定を変更した場合について関

心をもち，仮定を変更する前と同

様の性質が，変更後も成り立つか

どうかを考えようとしていた。 

○線分の長さが等しいことを示す

には，それらを含む三角形が合同

であることを示せばよいという

ことに気づくことができた。 

 

◎仮定を変更した場合について，変

更前と同様の性質が，変更後も成

り立つかどうかを確認しながら，

証明の方法を工夫することがで

きた。 

○２つの正多角形を結ぶ線分の長

さが等しいことの証明を読みと

ったり，表したりすることができ

た。 

 

ジャンプ 

立方体の切り口（発展） 

・立方体を切ったときの切り口の図形   

 



６章 確率（9時間※） ※ 章全体の指導時間数は，章の導入を１時間として計算したものです。 
 

◇目標 (1) あることがらの起こりやすさを数で表すことに関心をもち，不確定な事象の起こりやすさを調べようとする。 

(2) 統計的な確率や数学的な確率の考えにもとづいて，確率の求め方を考えることができる。 

(3) 表や樹形図を使って場合の数を求め，それをもとにして確率を求めることができる。 

(4) 確率の意味や，同様に確からしいことの意味を理解し，確率を活用して問題を解決する手順を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

確
率
（
７
時
間
） 

① ことがらの起こり 

やすさ 

・多数回の実験 

・確率の意味 

・同様に確からしいことの意味 

 

 

 

(1.5) ○さいころの目の出方などの不確

定な事象に関心をもち，その起こ

りやすさを調べようとしていた。 

 

 

 

 

◎実験の回数とあることがらの起

こる相対度数の関係を意欲的に

調べ，ことがらの起こりやすさを

数で表すことについて考えよう

としていた。 

○同一条件で多数回の試行を行う

と，あることがらの起こる相対度

数が，ある一定の値に近づいてい

くことに気づくことができた。 

 

 

 

◎不確定な事象の起こる程度を数

で表すことのよさに気づくこと

ができた。 

◎確率を使って，不確定な事象の起

こりやすさの傾向をとらえ説明

することができた。 

○実験の結果からあることがらの

起こる相対度数を求め，それを表

やグラフに表すことができた。 

○実験や調査などの結果から，ある

ことがらの起こる確率を求める

ことができた。 

 

◎実験や調査などの結果を整理し

て，正確かつ能率的に確率を求め

ることができた。 

 

○確率の必要性と意味を理解して

いた。 

○同様に確からしいことの意味を

理解していた。 

 

 

 

◎具体的な事象と関連づけて，同様

に確からしいことの意味を理解

していた。 

 

② 確率の求め方 ・同様に確からしいときの確率 

・確率の求め方 

・確率のとりうる値の範囲 

 

(１) ○起こりうるすべての場合が同様

に確からしい事象の確率に関心

をもち，その求め方を考えようと

していた。 

 

◎確率のとりうる値の範囲に関心

をもち，具体的な事象で調べよう

としていた。 

○確率のとりうる値の範囲を考え

ることができた。 

 

 

 

◎確率のとりうる値の範囲を，起こ

りうる場合とすべての場合の関

係からとらえ説明することがで

きた。 

○起こりうるすべての場合が同様

に確からしい事象について，確率

を求めることができた。 

 

 

○確率の求め方を理解していた。 

 

 

③ いろいろな確率 ・表や樹形図を使った確率の求め方 

・順番が関係ないことがらの確率 

・あることがらの起こらない確率 

・当たりくじを引く確率 

(４) ○いろいろな事象の確率を求める

ことに関心をもち，それらの確率

を求めようとしていた。 

○くじ引きの順番で当たりやすさ

が異なるかどうかに関心をもち，

その確率を求めようとしていた。 

 

 

 

 

◎起こりうるすべての場合を，もれ

なく重複なく数え上げる必要性

に気づき，表や樹形図を使って考

えようとしていた。 

 

 

○いろいろな事象について，確率を

考えることができた。 

○くじの引き方をもれなく重複な

く数え上げるために，樹形図を使

って考えることができた。 

 

 

 

 

 

◎起こりうるすべての場合を，もれ

なく重複なく数え上げるために，

適切な表現のしかたを考えるこ

とができた。 

◎場合の数には順序を考える場合

と，そうでない場合があることに

気づくことができた。 

○表や樹形図を使って場合の数を

数え上げ，それをもとにして確率

を求めることができた。 

○くじを引くのが先かあとかで当

たりやすさが異なるかどうかを，

樹形図から読みとることができ

た。 

 

 

 

◎目的に応じて表や樹形図を使い

分け，いろいろな事象の確率を，

正確かつ能率的に求めることが

できた。 

○確率を求めるときに表や樹形図

を使うことのよさを理解してい

た。 

○あることがらの起こる確率と起

こらない確率の関係を理解して

いた。 

○くじ引きの順番で当たりやすさ

には差がないことを理解してい

た。 

 

◎事象の確率を求めるときに，表や

樹形図をどのように使えばよい

かを，その手順とともに理解して

いた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (0.5)  



 

数学ミニ事典 

確率論の起こり 

・確率の歴史   

チャレンジコーナー 

誕生日が同じ人が 

いる確率（発展） 

・誕生日が同じ人がいる確率の求め方   

学習のまとめ ６章の基本のまとめ   

章の問題 ６章の問題 (１) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 

ジャンプ 

期待値（発展） 

・期待値の求め方   

  



７章 資料の散らばり（5 時間） 
 

◇目標 (1) 資料の散らばりの程度に関心をもち，四分位数，四分位範囲，箱ひげ図を利用して，資料の散らばりの程度を説明しようとする。 

(2) 四分位数，四分位範囲，箱ひげ図を利用して，資料の散らばりの程度を説明することができる。 

(3) 四分位数と四分位範囲を求めたり，箱ひげ図をかいたりすることができる。 

(4) 四分位数，四分位範囲，箱ひげ図の意味と必要性を理解することができる。 
 

具体的な評価規準例（「おおむね満足できる○」「十分満足できる◎」と判断できる状況例） 

節 小節 学習内容 時間 
具体的な評価規準例 

数学への関心･意欲･態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量，図形などについての知識・理解 

１
節 

資
料
の
散
ら
ば
り
（
4.5

時
間
） 

① 四分位数と 

四分位範囲 

・四分位数と四分位範囲の必要性と意味 

・四分位数と四分位範囲を求めること 

・四分位範囲を利用して，資料の散らばり

の程度を説明すること 

・範囲と四分位範囲に対して，外れ値の影

響を調べること 

(２) ○資料の散らばりの程度に関心を

もち，資料の傾向を読みとるとき

に四分位数や四分位範囲を利用

しようとしていた。 

○範囲と四分位範囲の違いを考え

ることができた。 

○第１四分位数と第３四分位数の

間の区間には，全体のほぼ半分の

資料が入っていることに気づく

ことができた。 

○四分位範囲を利用して，資料の散

らばりの程度を説明することが

できた。 

○四分位数と四分位範囲を求める

ことができた。 

○四分位数，四分位範囲の必要性と

意味を理解していた。 

○範囲と四分位範囲に対する外れ

値の影響を理解していた。 

② 箱ひげ図 ・箱ひげ図の必要性と意味 

・資料の分布を箱ひげ図に表すこと 

・箱ひげ図から資料の傾向を読みとり，そ

の傾向を説明すること 

・複数の資料の傾向について，箱ひげ図を

利用して比較すること 

(２) ○資料の散らばりの程度に関心を

もち，資料を箱ひげ図に表した

り，箱ひげ図から資料の傾向を読

みとったりしようとしていた。 

○箱ひげ図から資料の傾向を読み

とり，その傾向を説明することが

できた。 

 

 

◎箱ひげ図のよさに気づくことが

できた。 

○資料を箱ひげ図に表すことがで

きた。 

○箱ひげ図の必要性と意味を理解

していた。 

基本のたしかめ １節の基本問題 (0.5)  

学習のまとめ ７章の基本のまとめ   

章の問題 ７章の問題 (0.5) 生徒の状況を的確に評価し，理解や習熟に応じて適切な指導をする。 
  


